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図 1. 桜町地区の 25 年間の画地利用と土地・建物利用の変遷 ※1990 年以降の画地変更の線は、5年前との変化を示す。

図 2. 画地変更の類型化
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図 3. 画地形態の類型化 (注2)

図 4. 画地変更の事例

※図中の番号は 4章の番号を表す。
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4 分類①,②,⑤ 隣地利用者によるもの
① 隣地買い J,J
② 隣地買い D,E
⑤ 画地変更移動
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分類③,④ 元の利用者が残るもの（画地分割）

その他　分類➊,➋,❸ 隣地・同一町丁目内の居住者、元の利用者以外
によるもの（画地統合・画地分割）
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表 3. 画地変更移動後の利
用と画地形態との関係表 2. 画地分割後の利用と画地形態との関係

表 1. 画地統合後の利用と画地形態との関係

分類 AA AE
D

AJ BB BD
E

BI DE DF GD DI
J

DJ
J

EJ FG FJ GH HH HJ JJ JJ
I 計

画地統合
合計

1 1 1 1 1 1 15 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 15 1 49

ー建物 1 1 1 0 1 1 12 1 0 1 0 1 0 1 1 1 2 8 0 33

―更地/
　駐車場

0 0 0 1 0 0 3 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 7 1 16

分類 A B C D E F G H I J 計 AA DE GH JJ 計

画地分割
合計

0 4 0 0 0 6 1 1 0 3 15 1 1 1 2 5

ー建物 0 3 0 0 0 5 1 1 0 2 12 1 1 1 2 5

―更地/
　駐車場

0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0

分類

画地変更
移動合計

ー建物
―更地/
　駐車場
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(1)賀来郁子「GISを活用した市街地住環境データベースの構築と住環境評価―北九州市におけるケース
スタディ―」（平成14年度九州大学修士論文）
(2) 田中宏弥「計画的市街地における密集住宅街区の土地・建物利用の変化に関する研究」(平成21年度
九州大学修士論文)
(注1)住宅地図（90、95、00、05、10、15年）、公図（90～09年、09～15年）、空中写真（1989、2005、2009、
2015）、現地調査に基づき、画地（土地利用境界）を判断し作成した。
(注2)田中宏弥「計画的市街地における密集住宅街区の土地・建物利用の変化に関する研究」(平成21年
度九州大学修士論文)で類型化した画地形態図にType I,Jを加筆した。


